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3.給食での取り組み

日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成

　給食では、「東京パラリンピックまであと 1000日」と「給食週間」の 2つの取り組みの中で世界の料理や、世界に発信した

い日本の料理、食文化についても考えた。給食の提供と合わせて、『給食ミニ新聞』を発行し、給食で提供される世界の料理の

紹介をするとともに、食育の視点での話し合いや学びのきっかけとした。
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　このほかにも、国際教育の一環で行われた、国際交流協定を締結している台湾・国立南投特殊教育学校への訪問では、ボッチャ

を通して交流を行った。台湾滞在期間中は、「全国障害者親子スポーツ大会」と呼ばれるイベントの開会式にも参加し、代表者

のスピーチや関連団体のパフォーマンス等を鑑賞して、台湾での障害者の社会参画の様子を見て学ぶことができた。帰国した

代表生徒は各々自己の体験を報告し、国際交流体験は広く校内で共有され、世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成

を目指した取り組みが展開された。

　オリンピズムに基づく、または、関連する校内での取り組みと合わせて、東京都肢体不自由特別支援学校ハンドサッカー大

会優勝や高等部 3年（今年度卒業）の生徒がドバイ 2017アジアユースパラ競技大会の陸上短距離で金メダルを獲得する等の活

躍が刺激となり、他の児童生徒も対外的なスポーツ、文化的活動に積極的に関わる姿がみられた。

　本校では通常の授業や学校行事、日常の生徒会活動やクラブ活動など様々なところにおいて、オリンピズムに基づく、または、

関連する教育は行われている。そういった内容を改めて整理することで、オリンピック・パラリンピック教育について理解を

深めることができるのではないかと期待できる。2020年東京大会はもちろん、先の大会でも児童生徒は様々な形でオリンピッ

ク・パラリンピックに関わると思われる。オリンピック教育を経て広い視野と様々な視点から物事を捉える力をつけることで、

より深く見つめ、楽しむことができるのではないかと考える。今後も学校教育活動全体を通じて、オリンピック・パラリンピッ

クへの関心を高め、オリンピズムや国際平和などについて、児童生徒の意識を高めることができるような実践に努めていきたい。
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附属久里浜特別支援学校　　河場 哲史

Ⅰ　はじめに

　本校は知的障害を伴う自閉症の子供たちを対象とした、幼稚部と小学部のみの学校である。このような学校の実態から、本

校ではオリンピック教育の目的を次のように位置づけている。

　　・健康の保持増進のために、体を動かすことに関心をもつこと

　　・身近なスポーツを通して手足の巧緻性や操作性を高めること

　　・競技のルールを理解し、友達や教師、保護者と一緒に楽しめること

　具体的には、日々の運動活動や学校行事、地域の体育大会の参加などに、オリンピックを関連付けながら指導に当たることで、

少しでもオリンピックを身近に感じたり、幼児児童の運動へのモチベーションを高めたりできるように配慮をしている。子供

たちは、今までの学習の積み上げから、運動すること自体の楽しさを味わったり、努力を続けることの喜びを知ったりなど、

運動への意識が年々高まってきているように思われる。

　今年度の実践を次に紹介する。

Ⅱ　陸上夏季記録会への参加

1.概要

　神奈川県体育連盟主催の第 19回陸上夏季記録会が平成 29

年 8月 5日（土）に開催され、本校小学部児童の希望者 12名

が記録会にエントリーした。毎年参加している行事であるが、

年々参加者が増えてきていて、例年高学年中心であったもの

が、今回は 1年生が 4名も参加した。

2.事前の練習

　活動の目的を「記録会に向けて、体力の向上を図る。」また、

「競技の方法を学び、大会に見通しをもって参加できるように

する。」と設定し、7月 5日（水）、12日（水）、19日（水）の

放課後に 3回の練習を行った。走ること自体が楽しい児童、

前回の自分よりも速く走りたい児童、友達と競走して勝ちた

い児童など、それぞれが意欲をもって活動することができた。

3.記録会本番

　自分にとってのオリンピックに参加するような気持ちで臨んだ児童たち。当日は体調不良等で 2名の欠席があったが、参加

した 10名の児童は、しっかりと最後まで走りきることができ、練習の成果が十分に発揮された記録会であった。

4.終業式での表彰

　1学期の終業式で、本校校長より参加した児童全員に記録証が手渡された。児童一人一人の誇らしげな表情が印象的であった。

Ⅲ　駅伝・ランニング大会への参加

1.概要

　神奈川県体育連盟主催の第 25回駅伝・マラソン大会が平成 29年 12月 2日（土）に開催され、本校小学部児童の希望者 8

名が参加した。約 2キロを走る大会とあって、夏季の陸上記録会よりも参加者が少ない傾向にあるが、例年よりも参加者が多く、

今回は 1年生が 4名も参加した。

2.事前の練習

　活動の目的を「駅伝・ランニング大会に向けて、体力の向上を図る。」また、「長い距離を走ることに挑戦し、大会に見通し

をもって参加できるようにする。」と設定し、11月 22日（水）、29日（水）の放課後に 2回の練習を行った。当日の伴走をお

願いしている保護者の方々にも協力していただき、約 2キロの学校周辺の特設マラソンコースを走った。保護者と一緒に走る

ことが楽しい児童、前回の自分の記録よりも速く走りたい、いい記録や入賞をねらいたい児童、友達と競走して勝ちたい児童

記録会に向けての練習の様子

附属久里浜特別支援学校のオリンピック教育の取組  
附属久里浜特別支援学校 河場哲史  

Ⅰ はじめに  
 本校は知的障害を伴う自閉症の子供たちを対象とした、幼稚部と小学部のみの学校であ

る。このような学校の実態から、本校ではオリンピック教育の目的を次のように位置づけ

ている。  
 ・健康の保持増進のために、体を動かすことに関心をもつこと  
 ・身近なスポーツを通して手足の巧緻性や操作性を高めること  
 ・競技のルールを理解し、友達や教師、保護者と一緒に楽しめること  
 具体的には、日々の運動活動や学校行事、地域の体育大会の参加などに、オリンピック

を関連付けながら指導に当たることで、少しでもオリンピックを身近に感じたり、幼児児

童の運動へのモチベーションを高めたりできるように配慮をしている。子供たちは、今ま

での学習の積み上げから、運動すること自体の楽しさを味わったり、努力を続けることの

喜びを知ったりなど、運動への意識が年々高まってきているように思われる。  
今年度の実践を次に紹介する。  

 
Ⅱ 陸上夏季記録会への参加  

神奈川県体育連盟主催の第 19 回陸上夏季記録会が平成 29 年８月５日（土）に開催さ

れ、本校小学部児童の希望者 12 名が記録会にエントリーした。毎年参加している行事

であるが、年々参加者が増えてきていて、例年高学年中心であったものが、今回は１年

生が４名も参加した。  

１．概要  

活動の目的を「記録会に向けて、体力の向上を図る。」また、「競技の方法を学び、大

会に見通しをもって参加できるようにする。」と設定し、７月５日（水）、12 日（水）、

19 日（水）の放課後に３回の練習を行った。走ること自体が楽しい児童、前回の自分

よりも速く走りたい児童、友達と競走して勝ちたい児童など、それぞれが意欲をもって

活動することができた。  

２．事前の練習  

 

  
【記録会に向けての練習の様子】  
 

 自分にとってのオリンピックに参加するような気持ちで臨んだ児童たち。当日は体調

３．記録会本番  

活動報告 
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など、それぞれが意欲をもって活動することができた。

3.駅伝・ランニング大会本番

　いよいよ待ちに待った大会当日。大会の雰囲気に圧倒され、完走できなかった児童も 2名いたが、陸上夏季記録会同様、そ

れぞれが自分にとってのオリンピックに参加するような気持ちで臨み、8名の児童が最後までしっかりと走りきることができた。

そして、小 4男子児童が、ランニング小学部男子の部で見事 3位を獲得することができた。こちらも、練習の成果が十分に発

揮された大会であった。

4.終業式での表彰

　2学期の終業式で、本校校長より参加した児童全員に記録証が、3位に入賞した児童にはメダルと賞状が渡された。入賞した

児童の照れくさそうなうれしそうな様子が大変印象的であった。

Ⅳ　おわりに

　本校のオリンピック教育は、まだまだ試行錯誤の段階で、毎年見直しをしながら行っている。日々の教育活動にオリンピッ

ク教育の味付けを行うことで、より意欲的に活動できるようにしていきたいと考えている。引き続き、幼児児童の実態を考慮

しながら、今後も運動習慣を継続させることで、健康の保持・増進や余暇の充実拡大にもつなげていきたい。

駅伝・ランニング大会の様子 第３位のメダル

不良等で２名の欠席があったが、参加した 10 名の児童は、しっかりと最後まで走りき

ることができ、練習の成果が十分に発揮された記録会であった。  

 １学期の終業式で、本校校長より参加した児童全員に記録証が手渡された。児童一人

一人の誇らしげな表情が印象的であった。  

４．終業式での表彰  

 
Ⅲ 駅伝・ランニング大会への参加 

神奈川県体育連盟主催の第 25 回駅伝・マラソン大会が平成 29 年 12 月２日（土）に

開催され、本校小学部児童の希望者８名が参加した。約２キロを走る大会とあって、夏

季の陸上記録会よりも参加者が少ない傾向にあるが、例年よりも参加者が多く、今回は

１年生が４名も参加した。 

１．概要 

活動の目的を「駅伝・ランニング大会に向けて、体力の向上を図る。」また、「長い距

離を走ることに挑戦し、大会に見通しをもって参加できるようにする。」と設定し、11
月 22 日（水）、29 日（水）の放課後に２回の練習を行った。当日の伴走をお願いして

いる保護者の方々にも協力していただき、約２キロの学校周辺の特設マラソンコースを

走った。保護者と一緒に走ることが楽しい児童、前回の自分の記録よりも速く走りたい、

いい記録や入賞をねらいたい児童、友達と競走して勝ちたい児童など、それぞれが意欲

をもって活動することができた。  

２．事前の練習  

 いよいよ待ちに待った大会当日。大会の雰囲気に圧倒され、完走できなかった児童も

２名いたが、陸上夏季記録会同様、それぞれが自分にとってのオリンピックに参加する

ような気持ちで臨み、８名の児童が最後までしっかりと走りきることができた。そして、

小４男子児童が、ランニング小学部男子の部で見事３位を獲得することができた。こち

らも、練習の成果が十分に発揮された大会であった。  

３．駅伝・ランニング大会本番  

 ２学期の終業式で、本校校長より参加した児童全員に記録証が、３位に入賞した児童

にはメダルと賞状が渡された。入賞した児童の照れくさそうなうれしそうな様子が大変

印象的であった。  

４．終業式での表彰  

 

         

【駅伝・ランニング大会の様子】   【第３位のメダル】 
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CORE事務局　　福田 佳太

1．はじめに

　2018年 2月 8～ 12日、韓国で開催された平昌オリンピック・パラリンピック（以下、2018年平昌大会）におけるオリンピッ

ク・パラリンピック教育プログラムの 1）組織、2）事業内容、3）学校等に関する実践事例の観点から情報収集をするため現

地調査を行った。

　具体的な調査者、調査内容は以下の通りである。

調査者

　宮崎　明世（筑波大学体育系准教授）

　大林　太朗（筑波大学体育系助教）

　福田　佳太（筑波大学体育系非常勤研究員）

調査内容

・ 平昌オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会（The PyeongChang Organizing Committee for the 2018 Olympic & 

Paralympic Winter Games、以下 POCOG）の Education Teamの一員である A Ram Kim氏にヒアリングを行い、2018年平昌大会

におけるオリンピック・パラリンピック教育の組織、事業内容（学校訪問、ウェブ教材等）、実施成果等に関する資料収集を行う。

・ Gangwon National University（江原大学校）にある Olympic Studies Center所属の Hong Suk Pyo教授にヒアリングを行い、2018

年平昌大会のオリンピック・パラリンピック教育における大学（研究機関）の役割について情報交換を行う。

・ 2つの競技エリア（Pyoengchang Olympic Plaza、Gangneung Olympic Park）を訪問し、大会期間中の教育・文化に関するイベン

ト、展示物について調査する。

平昌冬季オリンピック・パラリンピックにおけるオリンピック教育 

CORE事務局 福田佳太 

 

1. はじめに 

 2018年 2月 8〜12 日、韓国で開催された平昌オリンピック・パラリンピック（以下、2018

年平昌大会）におけるオリンピック・パラリンピック教育プログラムの 1）組織、2）事業

内容、3）学校等に関する実践事例の観点から情報収集をするため現地調査を行った。 

 具体的な調査者、調査内容は以下の通りである。 

 

 宮崎 明世（筑波大学体育系准教授） 

調査者 

 大林 太朗（筑波大学体育系助教） 

 福田 佳太（筑波大学体育系非常勤研究員） 

 

 平昌オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会（The PyeongChang Organizing 

Committee for the 2018 Olympic & Paralympic Winter Games、以下 POCOG）の Education 

Teamの一員である A Ram Kim氏にヒアリングを行い、2018年平昌大会におけるオリン

ピック・パラリンピック教育の組織、事業内容（学校訪問、ウェブ教材等）、実施成果

等に関する資料収集を行う。 

調査内容 

 Gangwon National University（江原大学校）にある Olympic Studies Center所属の

Hong Suk Pyo教授にヒアリングを行い、2018 年平昌大会のオリンピック・パラリンピ

ック教育における大学（研究機関）の役割について情報交換を行う。 

 2つの競技エリア（Pyoengchang Olympic Plaza、Gangneung Olympic Park）を訪問し、

大会期間中の教育・文化に関するイベント、展示物について調査する。 

 

 

  

 

  

平昌冬季オリンピック・パラリンピックにおけるオリンピック教育 

CORE 事務局 福田佳太 

 

1. はじめに 

 2018年 2月 8〜12 日、韓国で開催された平昌オリンピック・パラリンピック（以下、2018

年平昌大会）におけるオリンピック・パラリンピック教育プログラムの 1）組織、2）事業

内容、3）学校等に関する実践事例の観点から情報収集をするため現地調査を行った。 

 具体的な調査者、調査内容は以下の通りである。 

 

 宮崎 明世（筑波大学体育系准教授） 

調査者 

 大林 太朗（筑波大学体育系助教） 

 福田 佳太（筑波大学体育系非常勤研究員） 

 

 平昌オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会（The PyeongChang Organizing 

Committee for the 2018 Olympic & Paralympic Winter Games、以下 POCOG）の Education 

Teamの一員である A Ram Kim氏にヒアリングを行い、2018年平昌大会におけるオリン

ピック・パラリンピック教育の組織、事業内容（学校訪問、ウェブ教材等）、実施成果

等に関する資料収集を行う。 

調査内容 

 Gangwon National University（江原大学校）にある Olympic Studies Center所属の

Hong Suk Pyo教授にヒアリングを行い、2018 年平昌大会のオリンピック・パラリンピ

ック教育における大学（研究機関）の役割について情報交換を行う。 

 2つの競技エリア（Pyoengchang Olympic Plaza、Gangneung Olympic Park）を訪問し、

大会期間中の教育・文化に関するイベント、展示物について調査する。 

 

2018 年平昌大会におけるオリンピック・パラリンピック教育

特別寄稿
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2．調査結果

　韓国での現地調査や資料収集で得た情報等をもとに、2018年平昌大会におけるオリンピック・パラリンピック教育について

まとめた調査結果は次の通りである。

　2018年平昌大会は、韓国にとって 1988年ソウル大会以来 30年ぶりのオリンピック・パラリンピックであると同時に、初の

冬季競技大会であった。大会開催にあたり POCOGは、若者たちがオリンピック・パラリンピック教育プログラムを通じて、

オリンピック・パラリンピック・ムーブメントの一部を担い、自身の健康的な変化や自分の限界を越えて挑戦するきっかけを

与えることを目指した。このプログラムは、2015年 8月よりオンラインプログラムとオフラインプログラムにて韓国全土で展

開され、約 600万人の児童生徒が参加した。各プログラムの詳細については、次の通りである。

（1）オンラインプログラムについて

　POCOGでは当初、教科書教材（冊子）を作成したがあまり使用されなかったためWebサイト（オンライン）にて教材や指

導案を作成・提供した。韓国全土の教員や児童生徒が無料でログインすることが可能であり、月に 5万人のアクセスがあっ

た。韓国ではウィンタースポーツの認知度が低いため、冬季競技大会の競技種目やルールを教えることを重視し、ウィンター

スポーツや平昌冬季大会への興味関心を高めることを目的とした。このサイトは、WATCH、TEACH、LEARN、DOWNLOAD、

NEWS&EVENTSの 5つのカテゴリーで構成されていた。POCOGでは、学校の休暇期間中に教員を対象とした教員セミナー

（Teaching seminar）を開催し、このサイトの活用方法の説明を行った。各カテゴリーの詳細については、表 1の通りである。

表 1

カテゴリー 内容

WATCH ・競技種目紹介やスポーツに関する動画（約 5分間）
・計 27本
　→オリンピック競技種目紹介動画　　15本
　　パラリンピック競技種目紹介動画　 6本
　　スポーツに関する動画　　　　　　 6本
・ オリンピック、パラリンピックの競技種目紹介動画では、歴史、競技場、用具・服装、種目、得
点方法等が紹介された。
・ スポーツに関する動画では、The Olympic Values、The Paralympic Values、The Olympic Truce、

Making the Olympic Games Happen、Becoming an Olympic City、The Olympic Torch Relayが紹介された。

TEACH ・指導案と授業用パワーポイントが入手可能
　→クイズや児童生徒と教師のディスカッションを重視
・テーマはWATCHと同様 27項目
・体育のみならず、様々な教科で使用可能

LEARN ・オンラインレッスン
・10時間コース (20-30分 /1レッスン )
　→コース終了後 POCOGより証明書の授与
　→ 7万 5000人が受領（2017年 12月現在）
・大会期間中（学校は冬休み期間）、宿題がある

DOWNLOAD ・園児対象の塗り絵
・テーマはWATCHと同様 27項目

NEWS&EVENTS ・学校独自の取り組みやイベントの紹介
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The PyeongChang Organizing Committee for the 2018 Olympic & Paralympic Winter Games「EDUCATION - HOME」(http://edu.

pyeongchang2018.com/front/main.php) （2018年 2月 15日閲覧）.

 

 

パラリンピック競技種目紹介動画  6 本 

スポーツに関する動画       6 本 

・オリンピック、パラリンピックの競技種目紹介動画では、

歴史、競技場、用具・服装、種目、得点方法等が紹介された。 

・スポーツに関する動画では、The Olympic Values、The 

Paralympic Values、The Olympic Truce、Making the Olympic 

Games Happen、Becoming an Olympic City、The Olympic Torch 

Relay が紹介された。 

TEACH ・指導案と授業用パワーポイントが入手可能 

→クイズや児童生徒と教師のデスカッションを重視 

・テーマは WATCH と同様 27 項目 

・体育のみならず、様々な教科で使用可能 

LEARN ・オンラインレッスン 

・10時間コース(20-30 分/1 レッスン) 

→コース終了後 POCOG より証明書の授与 

→7万 5000 人が受領（2017 年 12 月現在） 

・大会期間中（学校は冬休み期間）、宿題がある 

DOWNROAD ・園児対象の塗り絵 

・テーマは WATCH と同様 27 項目 

NEWS&EVENTS ・学校独自の取り組みやイベントの紹介 
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The PyeongChang Organizing Committee for the 2018 Olympic & Paralympic Winter Games 「EDUCATION - TEACH」(https://edu.

pyeongchang2018.com/front/teach/teach) （2018年 2月 15日閲覧）.
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The PyeongChang Organizing Committee for the 2018 Olympic & Paralympic Winter Games 「EDUCATION - DOWNLOAD」(https://edu.

pyeongchang2018.com/front/pages/resource) （2018年 2月 15日閲覧）.

（2）オフラインプログラムについて

　オフラインプログラムでは、オリンピック、パラリンピックやスポーツの価値について様々な活動を通じて子どもたちに学

ぶ機会を与えた。

ア．POCOGによる学校訪問

　POCOC education Teamのメンバーがスポーツに携わる仕事をしている人（医者、看護師、トレーナー等）と学校を訪問し、

オリンピックやパラリンピックの価値、選手やコーチ以外のスポーツに関わる職業を児童生徒に紹介した。また一方的に教え

るだけではなく、児童生徒が主体となりゲームのルール作成をさせオリンピックバリューを学ぶ機会も与えた。2015年に 15

校から開始し、大会までに韓国国内 400校（約 130万人）を訪問した。

イ．イベントの開催

　2018年平昌大会開催に向け、様々な関連イベントが韓国国内で開催された。例えば、2016年に School Exchange Programme

が開催され、3カ国（韓国、日本、中国）の子供たちがそれぞれの他国開催の大会（2018年平昌大会、2020年東京大会、2022

年北京大会）を自国でどのようにプロモーションするかを考えた。2017年には Peace Education Festivalが開催され、7カ国（韓

国、日本、中国、ロシア、カザフスタン、インドネシア、フィリピン）から子供たちが参加し、オリンピック、パラリンピッ

クの価値に関するアクティビティを通じて交流が行われた。

　また、POCOGの学校訪問やオンラインレッスンを積極的にしている学校より聖火リレーの走者を選出したり、大会期間中に

は 1万 6000人（300校）の児童生徒が江陵会場で試合観戦を行った。児童生徒は無料で観戦することができ、教育委員会から

学校に生徒一人につき 1000円（食事・バス代）が渡された。競技会場では、児童生徒がフラッグなどを活用してどのような応

援ができるかのコンテストが実施された。

Alpine skiing is a snow sport where 
courageous athletes compete down  
a mountain at very high speeds.

알파인 스키는 용맹스런 선수들이 맹렬한  
속도로 산을 타고 활주하는 설상 스포츠입니다. 

Provided by EF Education First

EF is Official Education Sponsor of the PyeongChang 2018 Olympic and Paralympic Winter Games

www. pyeongchang2018.com/education
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ウ．各学校の取り組み

　各学校では、様々な取り組みが行われていた。その中でも特徴的なものは、次の 3つである。

・ Gyeongi Academy of Foreign Languages

　外国人観光客向けに韓国の歴史、文化、食事などを紹介する本を英語で作成した。

The PyeongChang Organizing Committee for the 2018 Olympic & Paralympic Winter Games 「EDUCATION – NEWS&EVENTS」(https://

edu.pyeongchang2018.com/front/board/view?id=62&page=1) （2018年 2月 20日閲覧）.

・ Hoenggye Elementary School 

　 学校全体でイギリスチームの応援を実施した。イギリス大使館の協力を得て、イギリスについて学び互いの文化を教え合う交

流やイギリス選手団に手紙を送った。また、オリンピックの歴史や意義、教室でミニカーリングを行いウインタースポーツに

ついても学んだ。トーチリレーやマスコットのイベントにも参加し、児童のオリンピック・パラリンピックへの機運醸成に努

めた。

The PyeongChang Organizing Committee for the 2018 Olympic & Paralympic Winter Games 「EDUCATION – NEWS&EVENTS」(https://

edu.pyeongchang2018.com/front/board/view?id=74&page=1) （2018年 2月 20日閲覧）.

 

The PyeongChang Organizing Committee for the 2018 Olympic & Paralympic Winter Games 「EDUCATION – NEWS&EVENTS」

(https://edu.pyeongchang2018.com/front/board/view?id=62&page=1) （2018 年 2 月 20 日閲覧）. 

 

 Hoenggye Elementary School  

学校全体でイギリスチームの応援を実施した。イギリス大使館の協力と得

て、イギリスについて学び互いの文化を教え合う交流やイギリス選手団に手

紙を送った。また、オリンピックの歴史や意義、教室でミニカーリングを行

いウインタースポーツについても学んだ。トーチリレーやマスコットのイベ

ントにも参加し、児童のオリンピック・パラリンピックへの機運醸成に努め

た。 

 

 

The PyeongChang Organizing Committee for the 2018 Olympic & Paralympic Winter Games 「EDUCATION – 

NEWS&EVENTS」(https://edu.pyeongchang2018.com/front/board/view?id=74&page=1) （2018年 2月 20日閲覧）. 

 

 Jinbu Middle School 

Jinbu Middle School では、POCOG とアメリカオリンピック委員会（United 

States Olympic Committee）と協力して、2017 年 8 月より「Thank you 

PyeongChang」プログラムを実施した。このプログラムは、アメリカ代表の

アイススケート選手である Shibutani 兄妹と Jinbu Middle School の生徒た

ち（約 30 名）がスカイプを利用して交流するものである。海外のアスリー

トと韓国の生徒が、スカイプを通して交流するという初めての試みであった。

毎月互いに１つのトピック（Shibutani 兄妹：オリンピックに関すること、

Jinbu Middle School の生徒たち：韓国に関すること）を教え合い、計 5回

の交流を行った。その他にも、facebook のクローズページで会話やメッセ

 

 

The PyeongChang Organizing Committee for the 2018 Olympic & Paralympic Winter Games 「EDUCATION – 

NEWS&EVENTS」(https://edu.pyeongchang2018.com/front/board/view?id=74&page=1) （2018年 2月 20日閲覧）. 

 

 Jinbu Middle School 

Jinbu Middle School では、POCOGとアメリカオリンピック委員会（United 

States Olympic Committee）と協力して、2017 年 8 月より「Thank you 

PyeongChang」プログラムを実施した。このプログラムは、アメリカ代表の

アイススケート選手である Shibutani兄妹と Jinbu Middle School の生徒た

ち（約 30 名）がスカイプを利用して交流するものである。海外のアスリー

トと韓国の生徒が、スカイプを通して交流するという初めての試みであった。

毎月互いに１つのトピック（Shibutani 兄妹：オリンピックに関すること、

Jinbu Middle School の生徒たち：韓国に関すること）を教え合い、計 5 回

の交流を行った。その他にも、facebook のクローズページで会話やメッセ
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・ Jinbu Middle School

　 Jinbu Middle School では、POCOGとアメリカオリンピック委員会（United States Olympic Committee、以下 USOC）と協力し

て、2017年 8月より「Thank you PyeongChang」プログラムを実施した。このプログラムは、アメリカ代表のアイススケート

選手である Shibutani兄妹と Jinbu Middle Schoolの生徒たち（約 30名）がスカイプを利用して交流するものである。海外のア

スリートと韓国の生徒が、スカイプを通して交流するという初めての試みであった。毎月互いに１つのトピック（Shibutani

兄妹：オリンピックに関すること、Jinbu Middle Schoolの生徒たち：韓国に関すること）を教え合い、計 5回の交流を行った。

その他にも、facebookのクローズページで会話やメッセージを交換し積極的に情報交換を行った。大会期間中、生徒たちは

Shibutani兄妹の試合観戦を行い、競技終了後対面して交流を行った。

The PyeongChang Organizing Committee for the 2018 Olympic & Paralympic Winter Games 「EDUCATION – NEWS&EVENTS」(https://

edu.pyeongchang2018.com/front/board/view?id=52&page=2) （2018年 3月 5日閲覧）.

エ．一校一国運動

　1998年長野大会で初めて実施された一校一国運動が、2018年平昌大会でも江原道（平昌地区含む）の小学校・中学校・高等

学校の計 40校（約 800人対象）で実施された。実施内容は、各国の大使館と協力して応援する国の文化や言葉などを学ぶ体験

型と、大会期間中小学生が参加国を応援する行進や踊りを披露するフェスティバル型であった。

　体験型プログラムを実施した平昌高校では、日本語が必修科目ということもあり、相手国として日本を選んだ。大会開催前

には、日本大使館の職員を講師として招き、日本の文化や五輪の注目選手について学んだ。大会期間中には、応援プレート（「SARI 

FURUYA ファイト」「がんばれ」など）を作成し、バイアスロン女子 15キロの競技観戦・応援を行なった。

　フェスティバル型では、出場国の文化や特徴をイメージした衣装を作り、大会期間中（2月 12日）にアイススケート競技な

どが実施された江陵でパレードを行った。碧灘小学校の児童は日本の技術の高さをイメージしてロボット、仁邱小学校の児童

はニュージーランドの海洋資源の豊富さをイメージしてザリガニやクジラなどの衣装を作成してパレードに参加した。

ージを交換し積極的に情報交換を行った。大会期間中、生徒たちは Shibutani

兄妹の試合観戦を行い、競技終了後対面して交流を行った。 

 

The PyeongChang Organizing Committee for the 2018 Olympic & Paralympic Winter Games 「EDUCATION – 

NEWS&EVENTS」(https://edu.pyeongchang2018.com/front/board/view?id=52&page=2) （2018 年 3月 5日閲覧）. 

 

エ．一校一国運動 

1998年長野大会で初めて実施された一校一国運動が、2018年平昌大会でも

江原道（平昌地区含む）の小学校・中学校・高等学校の計 40校（約 800人対象）

で実施された。実施内容は、各国の大使館と協力して応援する国の文化や言葉

などを学ぶ体験型と、大会期間中小学生が参加国を応援する行進や踊りを披露

するフェスティバル型であった。 

体験型プログラムを実施した平昌高校では、日本語が必修科目ということも

あり相手国として日本を選んだ。大会開催前には、日本大使館の職員を講師と

して招き、日本の文化や五輪の注目選手について学んだ。大会期間中には、応

援プレート（「SARI FURUYA ファイト」「がんばれ」など）を作成し、バイア

スロン女子 15キロの競技観戦・応援を行なった。 
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「朝日新聞 DEGITAL」(2018年 2月 14日 )

3．おわりに

　2018年平昌大会におけるオリンピック・パラリンピック教育は、POCOGが主導して 2015年 8月よりオンラインプログラム

とオフラインプログラムにて韓国全土で展開された。約 600万人の児童生徒が参加したことから、多くの児童生徒にオリンピッ

ク・パラリンピック教育が実践されたと考えられる。

　多くの取り組みが実施された中でも、「Thank you PyeongChang」プログラムは特徴的な取り組みの一つであった。このプログ

ラムは、POCOGと USOC、Jinbu Middle Schoolが協力し、アメリカのオリンピアンと韓国の高校生がスカイプや facebookを活

用して大会前から継続的に交流を行った。このプログラムを通して、オリンピアンと生徒がコミュニケーションを取りながら、

オリンピックの意義や歴史、国際理解や自国の文化等を学ぶことができたと考えられる。また、スカイプや facebookを活用し

た交流は、通信技術が発達した現代において非常に参考になる取り組みであった。

　調査の過程でインタビューを行った A Ram Kim氏（POCOG Education Team）によれば、大会終了後はWebサイトはそのま

ま残しておき、韓国オリンピック委員会 (Korea Olympic Committee)と韓国パラリンピック委員会 (Korea Paralympic Committee)

に引き継がれる予定とのことである。

　今回の調査で得た知見をいかし、2年後に控えた 2020年東京大会に向けた、そしてその後も継続されるべき有意義なオリン

ピック・パラリンピック教育の発展に尽力していきたい。

4．主な参考文献

・ The PyeongChang Organizing Committee for the 2018 Olympic & Paralympic Winter Games「EDUCATION」(http://edu.

pyeongchang2018.com/front/main.php)（最終閲覧日：2018年 3月 5日）.

・ United States Olympic Committee（https://www.teamusa.org/）（最終閲覧日：2018年 3月 5日）.

・ 毎日新聞『「一校一国運動」新たな花　長野から韓国へ　小中高 40校が参加』、2018年 2月 7日（最終閲覧日：2018年 3月 12日）．

https://mainichi.jp/sportsspecial/articles/20180207/dde/041/050/050000c

・ 産経ニュース『韓国でも「一校一国交流」　長野五輪の際の取り組みがモデル』、2018年2月12日（最終閲覧日：2018年3月12日）．

https://www.sankei.com/world/news/180212/wor1802120048-n1.html

・ 朝日新聞 DEGITAL『日本応援担当の平昌高校　池上さん「上から割り当て？」』、2018年２月 14日（最終閲覧日：2018年 3

月 12日）．https://www.asahi.com/articles/ASL2D5FXYL2DUTQP01V.html

・ スポーツ報知『韓国の高校生「がんばれニッポン」　日本代表を応援する平昌高校』、2018年 2月 13日（最終閲覧日：2018

年 3月 12日）．https://www.hochi.co.jp/sports/winter/20180212-OHT1T50391.html

フェスティバル型では、出場国の文化や特徴をイメージした衣装を作り、大

会期間中（2月 12日）にアイススケート競技などが実施された江陵でパレード

を行った。碧灘小学校の児童は日本の技術の高さをイメージしてロボット、仁

邱小学校の児童はニュージーランドの海洋資源が豊富さをイメージしてザリガ

ニやクジラなどの衣装を作成してパレードに参加した。 

 

「朝日新聞 DEGITAL」(2018年２月 14 日) 

 

3. おわりに 

 2018年平昌大会におけるオリンピック・パラリンピック教育は、POCOGが主

導して 2015年 8月よりオンラインプログラムとオフラインプログラムにて韓国

全土で展開された。約 600万人の児童生徒が参加したこと、2015 年と 2017年に

実施されたアンケート結果（質問項目「マスコットを知っているか」の正答率

が 10%（2015年）から 84%（2017年）に増加等）から、多くの児童生徒にオリ

ンピック・パラリンピック教育が実践されたと考えられる。 

また、「Thank you PyeongChang」プログラムは特徴的な取り組みの一つであ

った。海外のオリンピアンとのスカイプや facebook を活用した交流は、通信技

術が発達した現代において非常に参考になる方法であり、今後日本の全国各地

でも紹介したい。 

大会終了後、Webサイトはそのまま残しておき、韓国オリンピック委員会

(Korea Olympic Committee)と韓国パラリンピック委員会(Korea Paralympic 

Committee)に引き継がれる予定である。 

  今回の調査で得た知見をいかし、2年後に控えた 2020 年東京大会に向けた、

そしてその後も継続されるためにオリンピック・パラリンピック教育の発展に

尽力していきたい。 

 

 

4. 参考文献 

 The PyeongChang Organizing Committee for the 2018 Olympic & Paralympic Winter Games「EDUCATION」



48

委員長 宮本　信也 附属学校教育局教育長
副委員長 澤田　　晋 教育長教授

松本　末男 附属学校教育局次長
濱本　悟志 教育長補佐
小林美智子 教育長特命補佐
真田　　久 体育専門学群長
江口　勇治 教育局教授
宮﨑　明世 体育系准教授
梅澤　真一 附属小学校教諭
國川　聖子 附属中学校教諭
鮫島　康太 附属高等学校教諭
登坂　太樹 附属駒場中・高等学校教諭
藤原　亮治 附属坂戸高等学校教諭
寺西　真人 附属視覚特別支援学校教諭
渡邊　明志 附属聴覚特別支援学校教諭
深津　達也 附属大塚特別支援学校教諭
宮内　綾香 附属桐が丘特別支援学校教諭
河場　哲史 附属久里浜特別支援学校教諭

CORE

SPEC

Director

Advisor

11

IOC

つくば国際スポーツ
アカデミー（TIAS）

筑波大学附属学校オリンピック教育推進専門委員会委員（平成 29 年度）

筑波大学オリンピック教育プラットフォーム組織図



オリンピック教育  vol.6 2017/04-2018/03 

2018年 7月発行

発行者　　筑波大学オリンピック教育プラットフォーム /附属学校オリンピック教育推進専門委員会
　　　　　つくば国際スポーツアカデミー

発行所　　オリンピック教育プラットフォーム (CORE)　事務局
　　　　　〒 305-8574　茨城県つくば市天王台 1-1-1　筑波大学 GSI棟 204
　　　　　事務局長　真田久

編集者　　福田佳太


